
■　エイズ動向委員会は、3ヶ月ごとに委員会を

開催し、都道府県等からの報告に基づき患者発生

動向を把握し公表しています。今般、平成14年1

年間の発生動向の概要を取りまとめられたので、

エイズ医療対策室で抜粋版を作成しました。

1．結果 
(1)HIV感染者の報告数

■　平成8年以降増加が続き、本年は日本国

籍、外国国籍合わせて614件で前年(621件)とほ

ぼ同数となった。日本国籍例は521件、外国国

籍例は93件であった。日本国籍男性の増加が顕

著で、本年の報告数は前年(475件)を超え過去

最高の481件となった。

(2)AIDS患者の報告数

■　本年は日本国籍、外国国籍合わせて308件

で、前年(332件)に比べて減少したが、日本国

籍例は252件で、前年(245件)より多い。

(3)感染経路 

■　本年のHIV感染者報告例の感染経路は、同性

間の性的接触が329件(53.6％)、異性間の性的接触

が203件(33.1％)であった。日本国籍例では、男性

同性間の性的接触が305件と前年(300件)に比べて

増加し、過去最高の報告数であった。また、男

性異性間の性的接触も130件と前年(126件)に比べ

て増加し、過去最高の報告数であった。

■　本年のAIDS患者報告例の感染経路は、異性

間の性的接触による感染は133件(43.2％)、同性間

の性的接触による感染は84件(27.3％)であった。

日本国籍例の男性232件の内、異性間の性的接触

は97件、同性間の性的接触は81件であった。

■　また、1985年以降の累積報告数で日本国籍

の異性間の性的接触によるHIV感染者の性比を

年齢階級別にみると、全体に占める割合は少な

いものの15-19歳層は女性が68.8%、20-24歳層

は女性57.0%を占め、男性の占める割合の高い

他の年齢層とは異なる。

■　なお、静脈注射薬物濫用や母子感染による

ものはHIV、AIDSともにいずれも1%以下にと

どまっている。外国籍のHIV感染者は93件、

AIDS患者は56件であった。
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(4)推定される感染地域及び報告地

■　HIV感染者の推定される感染地域は、全体

の77.2%(474件)が国内感染で、日本国籍例では

84.3%(439件)を占めていた。報告地は、東京、

その他の関東甲信越ブロックが依然多く、本年

報告例ではHIV感染者全体の64.3％(395件)、

AIDS患者全体の70.5%(217件)を占めている。

HIV感染者は近畿、九州ブロックで増加し、他

のブロックは横ばいであった。

2．まとめ 　
■　わが国におけるHIV感染者、AIDS患者の

発生動向は依然として増加傾向にあり、静脈注

射薬物濫用、母子感染によるものは少なく、性

的接触によるものを中心として拡大しつつある

と言える。特に、男性の同性間性的接触による

感染に対しては、外国国籍者も含め、積極的な

予防施策が必要である。また、異性間の性的接

触に対しては、男性のみならず女性、特に若年

層への重点的な啓発普及が必要である。HIV感

染は、これまでの東京を中心とする関東地域の

流行に加え、地方大都市においても感染拡大の

傾向がみられ、これらの地域特性に配慮した対

策の展開が望まれる。 

■　なお、平成14年エイズ発生動向の詳細につ

いては、5月下旬に年報を公表予定である。

■　この研究班は、国立大阪病院の白阪琢磨医

長を主任研究者とするもので、本院ではエイズ

医療対策室の高田　昇医師が分担研究者を務め

ました。平成14年度の報告書ができましたので

ご覧下さい。

■　エイズ医療対策室の看護師さんが４月から

河部康子さんになりました。火曜日、木曜日は

原医研内科の外来看護に加わり、月水金曜日は

新しくできた「エイズ医療対策室」にいます。

エイズ医療対策室は発足後、ようやく７年目で

部屋を確保することができました。場所は、外

来棟１階の南側で夜間出入り口の所です。４月

から始まった医療相談室としてもご利用頂いて

います。電話/Faxは「082-257-5351」です。
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＜ご意見募集＞

「AIDS UPDATE」は今後も不定期に発行し
ます。ご意見やご希望がありましたら輸血
部までお寄せ下さい。　　[TAKATA, OE] 

takata@aids-chushi.or.jp


